
道の駅VEの取り組み
近年、道の駅には、さまざまな機能が期待されています。道の駅の計画を適切に進めるには、
地域の方々が地域に求められる機能を吟味し、工夫しながら進めて行くことが重要です。
ＶＥは、求められる機能を明確にし、必要な機能を果たすアイデアを発想する技術であり、
国土交通省では、これまでも公共事業の価値向上にＶＥを活用してきました。
本取り組みでは、道の駅の計画にＶＥを活用することにより、道の駅の機能をより丁寧に
検討し、道の駅の価値向上を目指しています。
道の駅の新規計画・リニューアルに、道の駅の機能を整理し、新たなアイデアを創造する
ツールとして、ぜひ、ＶＥをご活用下さい。

ＶＥ（Value Engineering）とは？
ＶＥとは、製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき「機能」とそのためにかける

「コスト」との関係で把握し、システム化された手順によって「価値」の向上をはかる手法です。
使用者優先、機能本位で考え、様々なアイデアを生かし現状を打破する。そのために英知
を結集したチーム・デザインを行います。
そして、機能とコストの両面から製品やサービスの価値の向上を図っていく、それが、ＶＥ
の考え方です。
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■道の駅「おがわまち」の取り組み
周囲を豊かな自然に囲まれた小川町は、日本の手すき和紙技術としてユネスコの無形文化遺産に登録され
ている細川紙をはじめとした小川和紙、酒造、建具、裏絹などの伝統産業で古くから栄え、「武蔵の小京都」
と呼ばれています。
道の駅「おがわまち」は、手すき和紙体験などが楽しめる地域の情報発信基地として期待されています。
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道の駅『おがわまち』の機能系統図
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道の駅「おがわまち」におけるＶＥワークショップ
今回の取り組みでは、道の駅「おがわまち｣を対象にＶＥワークショップ を実施し、

ＶＥの手法である機能系統図を使って、この道の駅に求められる機能を整理しました。
また、機能を元にアイデアを出しました。

ＶＥワークショップの結果　
道の駅の計画において、ＶＥの「機

能の定義・機能の整理」を行い、機
能系統図に整理することにより、地
域の特性を踏まえた必要な機能が整
理できました。
※機能系統図は裏面をご覧ください。
また、機能系統図を活用した「ア

イデア発想」により、実現性が高い
新たなアイデアが提案されました。

ＶＥワークショップ参加者の意見

このようなアプローチがあることを知らなかった。今回、ＶＥの方法論を知ることができて良かった。
施設の在り方はこれまでも議論してきたが、体系的に整理することによって目的が明確になった。
活発に意見をいただき、大変ありがたかった。今回得られた意見、アイデアを活用していきたい。
今回の系統図を使って、新しい見方ができると感じています。
通常は職員で検討しているが、職員だけではなかなか得られないアイデアや、不足している部分も
確認できて、大変良い機会であった。
４時間という短い時間で集中して改善していく手法、大変勉強になりました。
自由に意見を出してからまとめていく手順が、印象に残りました。
逆に半日も議論が続くのかと思いながら参加したが、意見を出し合いながら、あっという間に
終わった印象です。活発な意見交換ができて良かった。
ファシリテーターの役割が大変重要と感じました。
様々な意見が出てまとめづらいのではないかと感じましたが、目的と手段の関係で整理することで
進行もスムースになるのですね。大変充実した会議でした。
ＶＥという手法があること、ＶＥのステップも知っていましたが体験したのは初めてで、体験できて
よかったです。
小川町に関わる方々の様々な考え方、姿勢を知ることができ、今後への可能性を感じました。
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この道の駅に求められる「機能」を出します。
機能とは、道の駅が提供する「サービス」や「はたらき」です。
機能は、目的・方針・建築物の形状・イベント等から抽出します。「～を～する」。

目的と手段の関係で、道の駅に求められる「機能」を整理します。
これにより機能をいくつかのグループに分けて捉え、改善検討を進めやすくします。

「機能」について評価し、問題がある「機能」を選びます。
問題がある機能から改善アイデアを考えることにより、アイデアの方向性を揃えます。

改善アイデアを検討します。
機能からアイデアを出すことにより、アイデアを出しやすくします。 
批判厳禁・自由奔放に考え、評価は後で行います。

目的 手段

道の駅の機能を検討する際の司会進行役として、 
ＶＥ協会のＶＥ有資格者（ＣＶＳ）が協力した。

ワークショップで検討したアイデアシート（一部抜粋）


